
冬期間、水道管の凍結または、破裂させるお宅が急増します。

水道管の凍結防止や凍結した場合の対応方法についてお知らせします。

★特に凍結しやすい場所

風当たりの強い戸外にある水道管、北向きで日影にある水道管、むき出しになっている水道管

★凍結防止のしかた

★水道管が凍ってしまったら

　自然にとけるのを待つか、タオルや布をかぶせてその上から、ぬるま湯をまんべんなく

かけながら、ゆっくり、気長にとかしてください。

（タオルをあてるのは、余熱を利用するためです。）

注意：急に熱湯をかけると、水道管や蛇口が破裂する場合があります。

★水道管が破裂したら

水道メーター箇所にある止水栓をしめ、指定給水装置工事事業者に修理を依頼してください。

水道メーターの場所がわからない場合には、破損箇所にタオルやビニールテープ等を巻きつけ、

応急手当をして、指定給水装置工事事業者に修理を依頼してください。

※　事前に水道メーター設置箇所を把握しておいてください。

　積雪等により水道メーターの位置がわからないと、水を止水することができません。

○指定給水装置工事事業者･･･別添に勝山市内の水道工事店を記載してあります。

勝山市役所　上下水道課　上水道係

　　　　　　　連絡先　８８－８１０９（直通）

水道管に保温材を巻きます。じゃ口が破損
しやすいので、上部まで完全に包んでくだ
さい。保温材は、身近なものとして毛布や
布があります。保温材の上からビニールな
どを巻いて、保温材がぬれないようにしま
しょう。

発泡スチロール製の保温材や布切れなどを
濡れないようにビニール袋に詰めて、メー
ターボックスの中に入れてください。水道
メーターの検針が出来るようにお願いしま
す。


